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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施体制
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北マリンサイエンス拠点形成事業（東大大海研チーム）では、沿岸生態系・生物群集を扱う班のリーダー。

地震・津波による沿岸海洋生態系の変化、その後の遷移とそのメカニズム
　ー漁業復興、発展に不可欠な情報、
　　 前例のない国際的に注目される科学的課題（研究蓄積がある地域で起こった大攪乱）

・ 震災前の調査データと震災後の長期的調査データが不可欠

＊多くの場所、生態系で、様々な生物群集、生物種について調査が必要

1973年設立の沿岸センターは共同利用機関、様々な分野の研究者が利用
＊震災前の共同利用研究者など、三陸で研究蓄積のある9研究機関16グループに呼びかける
　 様々な生態系、生物群集、生物個体群の変化を追跡


YDIE — EREET)LIT | KIEEDQFRODERZ f#HA
- ZERETOYAF IV IRERS -

B~ THEBORAHATREZE L TENS

0%~ B ~ AT
=EUFRECHITS
EEE (KRe

AREMEREIAF27 ) —RER

Westerly wind

Bk~ ~ D
=EUF7ZRBICHITD
RS (KREE



Real time information in coastal area

Information taken by PC
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海況情報を利用し、漁業や養殖業の効率化を図るため、リアルタイムで海況情報を取得するための整備を進めています。
現在は、女川湾と志津川湾に自動観測ブイを設置し、本事業のホ－ムペ－ジでパソコンや携帯電話への配信を行っています。
また、既に普及している東北区水産研究所が運営している東北ブロック沿岸水温速報でも掲載をお願いし、情報の活用度を進めています。
また、震災前に貧酸素層の発生で養殖に大きな被害を与えていた長面浦に、10月からリアルタイム溶存酸素計を設置し、養殖管理の有効な情報となるよう携帯への配信をしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　そこで瓦礫マップを作り、漁場の状況を調べてみると、なんと漁場全体の瓦礫があるではありませんか。はてさてこれはどうしたものかと思案をしていたところ、これまでの漁具ではなく、貝桁網に海水噴出器をと取り付けた「噴流式貝桁網」で、貝を砂の中から掘り出し、網に入れる漁法を取り入れてはどうかと提案できました。さらに効果的に漁獲するためにＧＰＳで正確な位置を判定し、瓦礫マップを活用して瓦礫の少ない場所でホッキガイを漁獲する方法を作り出していきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マボヤの養殖生産は、宮城県が約7割を占めていましたが、H23年度からほぼ0の状態です。
また、宮城県の鮫浦湾は日本一の天然種苗の供給地でもありました。
すなわち、鮫浦湾の種苗生産が、日本のホヤ養殖業の復興を左右します。
種苗生産に貢献していた養殖ホヤが全滅し、震災後2年間の幼生出現数は激減しました。この図で幼生出現数1000個が最盛期の目安です。
■そこで、東北大学と地元漁協が中心となり、宮城県水技センタ－や東北水研との協力のもと、流況情報による効率的な採苗場の探索を始めました。
その結果、現行の主採苗場の他に、有力な候補地をみつけることができました。ここを利用することにより、より多くの種苗生産が可能になると考えられます。
■一方、震災後、3年目から幼生数の増加が観察されました。ホヤの産卵は3才以降ですから、この幼生数の増加は養殖ホヤ由来とは考え難く、調査してみると、震災前後に生まれた天然ホヤが大量に発生していることがわかりました。4年目は養殖ホヤも関与し順調な幼生数の増加が見られます。
しかし、種苗不足は続いており、新しい採苗場を加えることにより、ホヤ養殖復興のスピード化に貢献できると考えています。
・三陸南部では鮫浦湾が、流況、養殖量、湾の大きさなどから、ホヤ天然採苗に最適であることがわかりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
志津川湾の湾奥ではアラメ群落の75%が破壊されました。ウニやアワビの餌や棲みかとして重要な群落の回復過程を調べると、地盤沈下による新しい浅場への群落の拡大や回復がみられました。一方、深場では浮泥や光量不足による群落の衰退・死滅、震災年の大量発生ウニによる食害が見られました。これは、群落の回復阻害だけでなく、身入りの悪い非商品ウニを増加し、磯根の生産力を低下させます。そこで、食害要因であるウニを間引きし、それらを養殖することにより、生態系の保全と新しい養殖の試みによる、高品質な養殖ウニの生産に取組でいます。
その他、漁業復興支援調査として、雄勝湾での持続的で効率的なホタテの養殖密度の把握、仙台湾でのアサリ・シジミ漁業の再生等に取組んでいます。
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